
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

運動会、清陵祭をはじめとした行事や取組
において、生徒が主体的に活動できる場と
機会を設定している。

3

Ｄ

◯良いと思います。

◯生徒の積極性をとても大切に指導を
している。

◯コロナ禍の休校中から､学習に遅れ
が出ない様、又、担任と子どもたちの結
び付きが薄れないよう､学校HPを利用
して学校から家庭への情報提供があ
り、大変強かった。又、「まなびポケッ
ト」も受験期の中3、コロナ濃厚接触で
お休みしている生徒にとって､学校との
コミュニケーションツールとして定着し
つつあると思う。

◯ＩＣＴ機器はあくまで「ツール」であるこ
とを前提として学びを期待しています。

4

Ｂ
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3
Ｃ

4

◯行事の後の生徒発
表において,タブレット
などの機器を使用し
た発表の機会を設定
する。

◯ICT機器の活用の
ための校内研修会を
行う。

◯清陵祭や運動会な
どの行事に生徒が主
体性をもって、一生懸
命に取り組めるように
指導を工夫する。

Ａ

学校関係者記入欄

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
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池上本門寺や本門寺公園に隣接し、区内屈指の緑豊かな自然に囲まれた学校である。ほぼ毎年野生のタヌキが現れ、子育てをしている。生徒や教職員、地域の方々もそれをほほえましく見守ってい
る学校である。
全学年４学級、約450名の生徒が在籍している。教育目標「恵まれた環境を生かし、『自主的で、品の良い、健康な、努力を惜しまない生徒』を育てる。」、目指す生徒像として・人兼を尊重し、他者との
かかわりを大切にする生徒・人間性豊かで、思いやりのある生徒・明るく健康で、気力あふれる生徒・自ら学び、自ら考え、主体的に行動する生徒として全教職員で教育実践に取り組んでいる。
生徒が主体的に取り組み、熱意と力がこもった運動会と清陵祭・合唱コンクール等の学校行事は本校の伝統で、多くの保護者や地域の方が来校する。PTAの応援体制が強力で、令和２年度は「活動
協力のお願い」を呼び掛けたところ、多数の保護者が協力を表明してくださった。「学校支援地域本部」と「親父の会」は毎年夏に校内ペンキ塗りボランティアを主催し、毎年100名近くの生徒がボラン
ティアとして参加がある。活動後には校内の坂を利用した全長約25ｍの「流しそうめん」を実施し、地域と学校をつなぐ役割を担っていただいている。また、防災活動拠点訓練を池上特別出張所、市之
倉北町会、堤方北町会、桐里梅田町会と協同で実施し、本校第２学年生徒が授業の一環として参加している。防災を通して地域の一員として生徒が活動する場になっている。

大項目 目標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組内容 取組指標
取組
評価

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。



評価 コメント
学校関係者記入欄

大項目 目標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組内容 取組指標
取組
評価

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

Ｄ

○面談において、学
習カルテのデータを
生徒が主体的に活用
できるように指導す
る。

◯「まなびポケット」の
活用を全生徒が利用
できるように工夫し、
家庭学習の機会を増
やす。

○学習チェックシート
の活用の仕方の工夫
と、結果を保護者に
知らせる回数を増や
す努力をする。

○学習効果測定の結
果分析から学習改善
プランを作成し、小学
校との連携を図りな
がら授業改善を進め
る。

○言語活動をより充
実させるために、意識
的・計画的に様々な
活動の場面で行って
いく。

○校内研修会で研究
授業を行い授業力の
向上を図る。

Ａ

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。 3

Ｃ

授業改善推進プランを、授業に生かす。 4

3

◯取組指標が２の項目もありますが、
コロナ禍では仕方が無いと思います。

◯コロナ禍にありながらも先生方も積
極的に行動され、生徒からの信頼を得
ている。

◯特に､数学、英語に関しては、個人の
学力に応じ､クラス分けが行われ、授業
内容も様々なアプローチがされている
様子が子どもから伝わってきた。

◯子どもたち、だれもが「学校は自分の
ことを見てくれている」と感じられる学校
運営を願います。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。 2

Ｂ
プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

4

M I 診断・ＡＳＳＥＳＳ等の調査結果を分析
し、そのデータを基に生徒の特性を考慮し
た授業を実施し、学力の向上を図ってい
る。

4



評価 コメント
学校関係者記入欄

大項目 目標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組内容 取組指標
取組
評価

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

不登校生徒や欠席が多い生徒に対して
は、スクールカウンセラーや外部機関と連
携し、全教員できめ細やかな対応を行う。

4

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

4

3

◯とても良いと思います。

◯生徒皆が学校生活を楽しめる環境を
作っている。
◯また、コロナ禍でも校外の専門職業
の講話等積極的に取り入れ工夫されて
いる。

◯本年は少ない行事の中ではあった
が、運動会体育委員の活動や､中3の
各クラスの劇など、子どもの自主性を
伸ばしてくれる機会を催してくれた。

◯コロナが落ち着いたら、多様性のあ
る地域との関わりの中で､より多くのこ
とを学んでほしいと思います。

Ｄ

Ｂ

Ｃ

4

○道徳の授業では考
えることと話し合うこと
を重視し発問を工夫
する。また、資料活用
による充実を図るとと
もに、評価について
の研修を行う。

○小中一貫教育の会
を通して、校区の学
習・生活のスタンダー
ドを確認し、小中連携
して指導にあたる。

○問題行動・不登校
問題等について行わ
れた会議の内容を、
教職員が必要な情報
を確実に共有できる
ように努める。

◯SNSの使用や人権
に関する学習では、
専門の講師による
「セーフティー教室」を
開催して、生徒に深く
考える機会を与え、
意識の向上を図る。

Ａ

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

4

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4



評価 コメント
学校関係者記入欄

大項目 目標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組内容 取組指標
取組
評価

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

保健体育の授業・保健指導・食育を中心
に、生徒の運動・体力・健康等についての
関心を高める。

2 Ｄ

Ｃ

Ａ

○毎時の授業におい
て５分間走の取組を
行っている。授業以
外の場での取り組み
ができるかを検討す
る。

○月間取組について
は、アンケートから実
態を把握し、効果的
な意識啓発を行って
いく。

◯給食時に食材や食
文化について映像や
放送で解説し、「食」
について考える機会
を増やす。

○「食育」について、
教職員が意識を高
め、給食指導に限ら
ず各教科等において
も計画的に推進す
る。

◯良いと思います。

◯今年度は制約も多く､大変だったと思
います。

◯食育の活動にも積極的に生かされて
いる。

◯休校期間があった為、本園土は特に
学校体育の重要性が顕著に感じられ
た。登校することでより生活リズムが整
い体力が向上した。また、休校中には
子どもでも作れる昼食レシピなどHP掲
載があり、食育に関しても通年計画的
に進められていると思う。

◯食育についての取組はだんだんと効
果が出てきていると思います。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4 B

4

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。 3



評価 コメント
学校関係者記入欄

大項目 目標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組内容 取組指標
取組
評価

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

Ｄ
学校生活調査と学級集団調査の結果を分
析し、生徒一人一人の状況を把握した上
で、よりよい学級集団づくりに向け取り組
む。

3

○授業評価のアン
ケート結果をたくさん
いただけるように工夫
し、その結果を授業に
生かす。

○校内で相互の授業
見学を活発に行い、
主任教諭によるＯＪＴ
を充実させる。

○研究会・研修会に
計画的に参加し、そ
の成果を授業改善に
生かす。

○分かりやすい授
業、興味・関心を高め
る授業を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業
を展開する。

○特別支援教育につ
いて、担任と校内委
員会が連携し、組織
的に推進する。

Ａ

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。 3

Ｃ

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。 3

◯良いと思います。

◯教育の充実を目指すべく､研究内容
を積極的に発信されている。

◯研究授業の成果が、さらに生かされ､
子どもたちの学習意欲が増すことを期
待しています。

◯教員間での共有を充実させ全体のレ
ベルアップを進めていただきたい。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

3

Ｂ

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。



評価 コメント
学校関係者記入欄

大項目 目標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組内容 取組指標
取組
評価

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った。

２：年１回以上行った。

１：働きかけなかった

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全学級で働きかけた。 Ａ

３：８０％以上の学級で働きかけた。 B

２：６０％以上の学級で働きかけた。 Ｃ

１：働きかけた学級は６０％未満であった。 Ｄ

◯良いと思います。
◯双方の協力が充実している。
◯落ち葉掃きでは四中ならではのボラ
ンティア活動が実施され好評だった。
◯イベントが再開したら参加を期待して
います。

Ｄ

4

◯コロナ過で機会は
減っているが､地域のイ
ベントに積極的に参加
できるようにする。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

3

　 特
　 色
取あ
組る

地域とのつながり
を大切にする機
会をつくります。

防災教育の充実を進め、生徒の理解を深
めることによって避難所と避難場所の運営
に貢献できる態度を養う。

4

Ｃ

町会や青少対等地域との連携を強化する
と共に、ボランティア活動等で積極的に関
わるよう、生徒に働きかけていく。

4

○地域教育連絡協議
会において、評価に
必要な情報を確認
し、その情報を十分に
提供して適正な評価
につなげる。

○外部指導員の招聘
について、学校支援
地域本部の力を積極
的に活用していく。

○同一歩調で指導に
あたることができるよ
うに、実際の指導の
経過・結果を十分に
共有し、各自の生活
指導に反映させる。

Ａ

◯コロナ禍の下で、よく頑張っていると
思います。

◯地域教育連絡協議会を通じて連携を
深め、協力体制のもとで教育に生かさ
れている。

◯コロナ禍でなかなか行事にi出席でき
ませんでしたが､情報提供はしてくだ
さっていたので､学校の様子は把握す
ることができました。

◯ＨＰで学年便りなどを通して、子ども
たちの学校の様子が伝えられ､安心し
てお任せすることができた.

◯コロナ禍でも積極的な情報発信を評
価しております。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

4

B

4

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
と
も
に

進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

4

家庭学習の取組を一層推進していくため
に、様々な場面で保護者に呼びかけながら
理解いただき、家庭との連携を強化してい
く。

3


